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葱
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。
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|日本コンクリート工学会|

年次大会2012広島で開幕
テーマ「復興の礎コンクリート」

手~萄三主eや

札
(
予
定
価
絡
事
後
公
表
・入

札
後
資
格
審
査
・
紙
入
札
)
で

「
大
内
小
学
校
校
舎
耐
震
補

強
・
改
修
給
排
水
衛
生
設
備

工
事」

な
ど
3
件
を
公
告
し

た
。
入
札
は
7
月
日
日
午
前

全
国
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
関

係
者
が
集
う
日
本
コ
ン
ク
リ

ー
ト
工
学
会

(
J
C
I
)
の

年
次
大
会

2
0
1
2
(広

白
)
が
4
目
、
「
復
興
の
礎

コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
を
テ
l
マ

に
広
島
市
中
区
の
広
・凶
国
際

会
議
場
で
開
私
し
た
。

大
会
初
日
の
開
会
式
で

は
、
実
行
委
員
会
の
佐
藤
良

一
一
委
員
長

(
広
島
大
学
教

授
)
が
「
テ
!
?
に
は
、
関

係
者
の
復
興
へ
の
熱
い
思
い

を
込
め
た
。
そ
の
思
い
を
託

し
、
有
窓
設
な
大
会
に
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
魚
本
健
人
J
C
I

挨
拶
す
る
佐
隠
実
行
委
員
長

問
日
正
午
ま
で
参
加
受
付

笠岡市

北
部
処
理
区
北
部
第
1
汚
水
幹
線

【
福
山
】
笠
岡
市
は
3
目
、
一
制
限
付
一
般
競
争
入
札
(
事

会
長
は

「
我
々
に
と
っ
て
こ

の
大
会
は
一
番
重
要
な
会

議。

日
頃
の
研
究
、
開
発
事

業
な
ど
を
発
表
す
る
と
同
時

に
普
及
に
努
め
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
た
ほ
か
、
綿
園

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
会
の
沈

飽
成
会
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ

た。
午
後
か
ら
の
生
コ
ン
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
「
や
り
が
い
の

あ
る
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
向

け
て
(
や
り
が
い
は
よ
り
良

い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
繋
が

る
)
」
を
テ

l
マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ、

7
0
0件
の
ア
ン
ケ
l

挨
拶
に
立
つ
魚
本
会
長

治
山
や
林
道
及
び
自
然
公
一
し
、
い
ず
れ
も
事
務
局
原
案
一
然
を
壊
し
て
い
る
。
森
林
土

闘
関
係
建
飯
事
業
の
広
大
推
一
通
り
可
決
、
承
認
し
た
。

一木
事
業
の
備
え
が
追
い
つ
い

進
と
施
工
技
術
の
向
上
を
図

一

総
会
で
は
、
は
じ
め
に
佐
一
て
い
な
い
」
と
危
倶
し
、
「
林

る
こ
と
を
目
的
に
広
山
県
森

一
藤
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
「
近
一
野
庁
等
の
例
年
度
予
鍔
は
叩

林
組
合
連
合
会
ら
3
協

会

と

年

後

の

森

林

林

業

の

再

生

プ

賛

助

会

員

で

構

成

す

る

広

島

ラ

ン

が

具

現
化
し
、
東
日
本

協

ト
な
ど
を
も
と
に
、
発
注
者

や
生
コ
ン
製
造
者
、
施
工
者

な
ど
を
パ
ネ
ラ
l
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
窓
見
交
換

し
た
。5

日
に
は
政
府
中
央
防
災

会
議
の
河
困
惑
昭
座
長
(
関

西
大
学
教
授
)
に
よ
る
「
東

日
本
大
震
災
の
経
験
を
生
か

し
た
減
災
対
策
」
と
題
し
た

特
別
初
演
会
を
予
定
、
山
口

県
に
あ
る
級
新
鋭
セ
メ
ン
ト

工
場
の
閏
挙
会
や
広
山
の
歴

史
的
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物

を
巡
る
ツ
ア
ー
な
ど
も
企
画

さ
れ
て
い
る
。

3
日
間
の
大
会
期
間
中
、

第
羽
田
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学

総
演
会
で
は
、

計
5
5
8件

の
論
文
な
ど
が
発
表
さ
れ
る

ほ
か
、
特
設
展
示
プ
l
ス
の

「コ
ン
ク
リ
ー
ト
テ
ク
ノ
プ
ラ

ザ
2
0
1
2
」
で
は
、
日
の
企

業
・
団
体
が
最
新
の
技
術
や

材
料
、
工
法
な
ど
を
展
示
、

紹
介
す
る
。
摩
ホ
の
謬
否
、

J
R広
同
駅
の
大
型
ス
ク
リ

ー
ン
で
も
放
映
さ
れ
る
。

業
山
腹
工
事
)
が
発
表
さ
れ
、

佐
藤
会
長
か
ら
白
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
た
。

引
き
続
き
、
来
賓
と
し
て

出
席
し
た
広
ι凶
県
民
林
水
産

局
の
植
田
俊
彦
林
業
課
長
、

後
審
査
型
)
で
実
施
す
る

「北
部
処
理
区
(
甲
湾
)
北
部

第
1
汚
水
幹
線
工
事
」
を
公

告
し
た
。

入
札
参
加
は
、
市
内
業
者

を
対
象
に
、
持
参
で
7
月
刊

日
正
午
ま
で
財
政
課
契
約
グ

ル
ー
プ
で
受
け
付
け
る
。
開

札
目
は
7
月
四
日
午
前
日
時

日
分
の
予
定
。
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地
域
主
導
型
再
生
可
能
エ
ネ

省

事
業
化
検
討
業
務
を
公
募
時

閉
山
境
省
は
、
平
成
例
年
度

地
域
主
導
型
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
化
検
討
委
託
業

務
の
公
務
を
行
っ
て
い
る
。

期
間
は
8
月
2
日
ま
で
。

同
省
で
は
、
地
域
の
特
性

に
適
し
た
地
域
主
潟
型
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事

業
の
事
業
化
計
画
策
定
手
法

を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的

に、

事
業
化
計
画
の
策
定
に

向
け
た
検
討
等
を

{σつ
協
議

会
活
動
を
支
帽
躍
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

今
回
、
こ
の
支
援
対
象
と

嵐長賞
:衛生表彰

し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
事
業
の
検
討
を
行
う
地

域
の
様
々
な
関
係
者
(
地
方

公
共
団
体
を
含
む
)
が
参
画

す
る
協
議
会
等
を
公
募
す

る。
対
象
と
な
る
事
栄
は
、
今

年
度
中
に
協
畿
会
を
立
ち
上

げ
、
事
業
化
を
検
討
し
て
い

く
事
業
で
、
地
方
八ム共
団
体

を
含
む
地
域
の
様
々
な
関
係

者
が
参
画
す
る
協
議
会
等
が

中
心
と
な
っ
て
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
種
類
や
規

模
、
事
業
形
成
の
手
法
や
資

及
び
公
開
化
学
工
場
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
っ
た
。

2
日
に
労
働
局
で
あ
っ
た

局
長
表
彰
式
は
、
労
働
安
全

衛
生
に
関
す
る
水
準
が
優
良

な
事
業
規
及
び
労
働
安
全
衛

業
務

1
件
を

一

般

競

争

広
島
市
が
公
告

等
点
検
梨
務
H
I①
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草
津

可
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1
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目
②
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年
3
月
日
日
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2
0
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3
1
6万
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0
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月
比

円
④
経
済
観
光
局
中
央
市
場
一
商
品

⑤
7
月

初

日

一

2

広
門
岡
市
は
4
日
、
次
の
業

務
工
件
(
施
股
)
を
入
札
後

資
格
確
認
型

一
般
競
争
入
札

で
公
告
し
た
。
入
札
説
明
岱

等
は
市
の
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
る
。

(
マ
業
務
名
M
①
履
行
場

所
②
般
行
期
間
③
予
定
価
格

④
契
約
担
当
課
⑤
開
札
日
)

マ
中
央
市
場
消
防
用
段
備

需
給
は
全
資
材

H

主
要
建
設
資
材
価
格

国
土
交
通
省
は
、
平
成
凶
年

6
月
1
1
5日
現
在
の
主
要

建
設
資
物
理
帽
・価
格
動
向
鯛

査
結
果
を
ま
と
め
た
。

全
国
に
お
け
る
建
設
資
材

の
鴎
向
は
、
価
格
に
つ
い
て
は
、

石
油
は
n
横
ば
い
u
と
H

や
や
下

落
μ

の
境
界
上
、
そ
の
他
の
資

材
は
n
横
ば
い
~
需
給
に
つ
い

て
は
、
全
て
の
資
材
が

M

均
衡
H

、

在
臨
に
つ
い
て
は
、
木
材
(
製

材
)
は

M
H

普
通
M

と
nm且
〔
国

M

の
境

界
上
、
そ
の
他
の
資
材
は
n
普

通
H

で
あ
っ
た
。
被
災
3
県
に

お
い
て
は
、
価
格
は
、
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
、
ア
ス
フ
ァ
ル
よ
畳
新

材
、
再
生
材
)
や
作
品
、
や
上
昇
ヘ

行
幼
(
砂
利
)
は

H

や
や
横
ば
い
H

と
H

横
ば
い
u
の
境
界
上
、
石
油

は
H

や
や
下
港
ヘ
そ
の
他
の
資

材
は
H

横
ば
い
~
需
給
は
、
全

て
の
資
材
が
n
均
衡
u
。
在
聞

は
、
高
(
砂
、
砂
利
、
再
生
仰

右
)
は
仰
や
や
品
不
足
ヘ
そ
の

他
の
資
材
は
H

普
通
H
だ
っ
た
。

、平?守島山【等霊術工毒事の曹由

金
詞
遠
の
手
法
等
の
検
討
を

行
う
こ
と
、
同
省
が
委
託
し

て
い
る
「
平
成
M
年
度
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
推
進

体
制
悩
築
支
援
事
業
餐
託
業

務
」
の
餐
託
者
を
協
議
会
に

参
画
さ
せ
、
制
度
、
技
術
、

財
務
等
に
つ
い
て
の
助
言

・

指
導
や
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
受
け
る
等
、
緊
密
に
連

聞
出
し
て
事
業
を
進
め
る
こ
と

|
の
事
項
を
満
た
し
、
導
入

予
定
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
種
類
や
地
域
の
特
性
を

踏
ま
え
た
活
動
で
あ
る
も

の。
応
募
時
点
で
予
定
す
る
事

業
期
間
は
3
年
間
以
内
と
す

る。

1 

部
市
小
串
に
あ
る
字
部
興
産

宇
都
ケ
ミ
カ
ル
工
場
の
現
場

を
笹
嶋
局
長
ら
が
パ
ト
ロ
ー

ル
し
た
。

そ
の
他
の
受
賞
団
体
、
個

人
は
次
の
通
り
。
(
敬
称
略
)

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
務
所
)

ら
7
人
と
3
団
体
に

。表
彰
状

を
授
与
し
た
(厚
生
労
働
大

臣
日
は
伝
越
授
与
)
。

建
設
関
係
で
は
、
平
成
初

年
以
降
、
無
災
害
記
録
が
3


